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学校体育授業を通じたライフスキル教育の現状と展望
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Current status and prospect of life skills education 

through physical education in schools 

Yoshio SUGIYAMA I)*, Takayuki SHIBUKURA2), Tamotsu NISHIDA門
Toyohiko IT04), Banjou SASAKI5) and Hirohisa ISOGAI6) 

Abstract 

In this article, the current status and future prospect of life skills education through physical 

education in schools were discussed. First of all, several life skills training programs through 

sport or physical activity were introduced and the studies in which the effects of such 

programs have been evaluated were reviewed. Then, the studies investigating the effects of 

social skills training in physical education settings in schools were reviewed. The results of 

these studies suggest that it would be possible to teach various kinds of life skills in physical 

education classes. However, it was insisted that, because of the differences of education 

systems between Japan and other countries, original programs and/or procedures teaching life 

skills through physical education in schools should be developed. Additionally, it was 

emphasized that generalization or transfer should be taken into consideration to implement 

the life skills training programs in schools. In the final part of the article, some suggestions 

for developing effective life skills education systems through physical education in schools 

were presented. 
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はじめに

ライフスキルは， 「日常生活で生じるさまざまな

間題や要求に対して，建設的かつ効果的に対処する

ために必要な（心理社会的）能力」 1)などと定義さ

れており，近年，青少年が身につけるべき技能（スキ

ル）として，注目を集めている。体育・スポーツ心

理学領域においても，このライフスキルに対する関

心が高まっており， 2007年度の日本スポーツ心理学

会第 34回大会では，一般発表 2)3)だけでなく ，ワー

クショップ4)やシンポジウム”でも，ライフスキルが

取り上げられている 。残念ながら，ラ イフスキルが

本来の意味で取り扱われていないというようなケ

ースも含まれているが，今後，いっそう注目されて

いく可能性のあるテーマであることは否定できな

しヽ だろう。

本稿では，このような体育・スポーツ科学界での

動向を踏まえた上で，小学校，中学校，高等学校と

いった学校における体育（以下，学校体育とする）

の授業を通じたライフスキル教育の可能性を論じ

ることにする。具体的には，まず，諸外国において，

スポーツを通じて行われているライフスキル教育

プログラムとその効果を概観し，続いて，ライフス

キルと密接に関連する変数である，社会的スキルを

扱っている実践的研究を振り返る。そして，これら

の研究や実践の成果をもとに，わが国の学校休育場

面ヘライフスキル教育を導入することができるの

かどうか，また，できるとすれば，どのような課題

があるのかを検討することとした。

スポーツを通じたライフスキル教育

Danish らが，生涯発 達を目指した介入 (Life

Developmental Intervention : LDI) の必要性を主張 し

6)7)8)，そのモデルに基づいて開発された「GOAL」と

いうライフスキル教育プログラムがアメリカで普

及し始めたのは， 1990年代になってからのことであ

る。 この GOALは，特にスポーツを用いるプログラ

ムではなかったのだが，その内容がアレンジされ，

あるいは参照されて，スポーツを通じた様々なライ

フスキル教育プログラムが作り出されるようにな

った。スポーツや身体活動を活用している代表的な

ライフスキル教育プログラムには，各種スポーツに

適用できる SUPERプログラム，ゴルフを通じて行

われる TheFirst Tee, アメリカンフットボールを用

いた PlayTt Smartプログラム， NCAAが導入してい

る CHAMPS/LifeSkillsプログラム，さらには，身体

活動を通じた責任教育 (Teaching Responsibility 

through Physical Activity) などがある。表 lは，こ れ

らのプログラムを紹介している文献を示したもの

である。

これらのプログラムに共通しているのは， 1回数

表 l スポーツに関連したライフスキル教育プログラムを紹介している文献

文献 紹介されているプログラム

Danish (1997)9) 

Danish (1996)10) 

Danish & Nelllen (1997)11) 

Danish (2002)12) 

Hodge & Danish (l 999)13) 

Danish (2000)14) 

Danish, Forneris, & Wallace (2005)15) 

Danish, Fazio, Nellen, & Owens (2002)16) 

Danish (200 l) 17l 

Petitpas & Champagne (2000) 18) 

Carr & Bauman (2002)19) 

Hellison (2003)20) 

Hodge, Cresswell, Sherburn, & Dugdale (1999a)21), 
Hodge, Cresswell, Sherburn, & Dugdale (1999b)22l 

Danish, Hodge, Heke, & Taylor (2003)23) 

Danish, Forneris, Hodge, & Heke (2004)24) 

Sherrman (2000)25), Sherrman (200 l)26) 

GOAL 

GOAL, SUPER 

GOAL, SUPER 

GOAL, SUPER 

GOAL, SUPER 

SUPER 

SUPER 

SUPER, The First Tee 

The First Tee 

Play It Smart 

CHAMPS/Life Skillsプログラム

責任教育

GOAL, SUPER,責任教育， ProjectAdventure, Project K 

GOAL, SUPER, 責任教育， RAP (Rugby Advantage 

Program), The First Tee 

責任教育， SUPER, ニュージーランド・マオリ族専用プ

ログラム

オリジナルライフスキル教育プログラム
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十分から 2時間程度のセッションを，数回から 10数

回にわたって実施するという構成になっていると

ころである 。 また，様々なライフスキルを，ワーク

ショップのような実習を通じて，学習させようとし

ている点も，共通した特徴であると言えるだろう 。

なお，教育対象となっているのは，一部，大学生も

含まれているが，多くは，小・中・高等学校の年代

である。

ところで，このようなライフスキル教育プログラ

ムの効果については，プログラムの開発当初から，

その検証の必要性が唱えられてはいたものの 15)24),

また，一部の研究において，要約として提示されて

いたが 9)11)17), 必ずしも十分に検証されているとは

言えなかった。しかしながら， 2000年頃より，いく

つかの実践的研究において，その具体的効果が明ら

かにされるようになってきた。

Papacharisis et al.27)は， 10~12歳のギリシャ人女子

バレーボール選手と男子サッカー選手を，介入群と

統制群に分け，介入群に対し， SUPERプログラムの

短縮版を実施した。プログラムは，毎回 l5分で 8回

実施された。測定された変数は，スポーツスキル，

ライフスキルに関する知識，目標設定・間題解決・

精極的思考に関わる能力に対する自己信念などで

あった。介入の結果，スポーツスキルも含めたすべ

ての変数において，得点の向上が認められた。

Brunelle et al. 28)は， SUPER の内容を取り入れた

The First Teeプログラムを， ll ~ 17歳の青少年を対

象に，ゴルフアカデミーで実施した。プログラムは，

l回 45分， 5回で構成されており，加えて，プログラ

ム終了後， 1年間の地域奉仕を義務づけた。測定は，

社会的責任，対人反応性（共感性），社会的関心，目

標設定に関する知識，目標設定に関する自己効力感，

社会的望ましさについて行われた。結果は，ゴルフ

アカデミーでの介入により，社会的責任，社会的関

心，目標設定に関する知識の向上が認められ，また，

社会的責任と対人反応性は，地域奉仕活動期間を通

じて，伺上した。

この TheFirst Teeプログラムの効果については，

公式ホームページ上に公開されている報 告書

「ImpactReport 2003-2006」29)にも示されており，研

究の手続き等の詳細は明示されていないが，プログ

ラムヘの参加により，ライフスキルに関する知識の

向上や，挨拶行動，敬意の表出，感情統制，目標設

定スキルの改善，さらにはライフスキルの般化，維

持が認められたことが報告されている 。

また， Petitpaset al. 30)は，高校生アメリカンフット

ボール選手に対して行ってきた PlayIt Smartの効果

をまとめており，学業成績の向上，卒業率の向上，

地域活動への参加の増加，健康増進行動についての

知識の獲得が認められたことを指摘している 。

このように，表 lに示したような，アメリカやニ

ュージーランドにおいて広く普及しているプログ

ラムの効果が明らかにされつつある一方で，オリジ

ナルのプログラムの効果の検証も行われている。

Barclay et al.31)は，「SMARTT」と名づけた，サッカー

を用いるライフスキル教育プログラムを実践した。

このプログラムの目的は，課題志向的目標設定がで

きるようになることと，そのスキルを日常場面に般

化させることであった。ll~ 13歳のサッカー選手が

参加し， 20分 10回のプログラムを受講した。結果，

動機づけ志向性は課題志向にはならず，動機づけも

高まらなかったが，目標設定に関する知識は，全般

的に向上する傾向にあった。Testeret al. 32)も，シン

ガポールで行われた TheSports Challengeプログラ

ムの効果を検討し， 6~16歳の青少年の自尊感情が

向上したことを報告している。

さらに，スポーツを通じたライフスキル教育プロ

グラムの基礎となっている GOALの効果の検証も行

われている。 O'Hearn& Gatz33l34)は，ヒスパニック系

の中学生及び高校生を対象に GOALプログラムを実

践し，目標設定に関する知識が増加し，目標に関す

る間題解決スキルも向上することを確かめた。

なお，国内では，スポーツを通じたライフスキル

教育に関わる，児童•生徒を対象とした研究は，プ

ログラムの効果の検討といった視点からはほとん

ど行われておらず，学校での運動部活動や運動・ス

ポーツ経験とライフスキルとの関係の検討といっ

たものが中心となっている 35)36)37)38)39)

以上概観したように，スポーツを通じたライフス

キル教育プログラムについては，プログラムの内容

や対象とするスポーツ，扱う変数や分析方法などは

様々であるが，一定の効果が示されつつあるようで

ある。今後も，効果が生じるメカニズムの解明や理

論的考証も含めて，プログラムの有効性の更なる検

証が必要ではあるが 40)，青少年のライフスキル教育

において，スポーツ活動や身体活動を有効に利用す
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ることができるという主張は，理解を得られるもの

であると思われる。

学 校体育授業にお け る ラ イ フ ス キ ル 関 連 教育

ここまでは，青少年を対象としている，スポーツ

を通じたライフスキル教育プログラムに言及して

きた。スポーツ活動や身体活動を用いることで，効

率的にライフスキル教育を行うことができるので

あれば，学校体育という場においても，ライフスキ

ル教育が可能であると考えられる。それでは，この

ような学校での体育授業を通じてのライフスキル

教育に関する研究の現状は，どのようになっている

のだろうか。 この点に関しては， 「ライフスキル」

という用語を用いている研究や実践はわずかしか

ないのだが 41)42), 「社会的スキル (socialskills)」と

いう用語を用いて，研究が行われているようである 。

また，学校体育における実践的研究などでは，ライ

フスキルの一部の要素を対象としているような場

合 も，見受けられている。

たとえば，いくつかの論文 43)44) 45) 46)において，体

育やスポーツは，社会的スキルを学習することがで

きる場であると論じられているが，そこでは，社会

的スキルという概念が，ライフスキルとほぼ同義で

用いられている。また， Bailey47りま，学校体育の効用

に関するレビュー論文の中で，体育が，自尊感情や

有能感などの情緒的発達や，道徳性，責任感，社会

的スキルなどの社会的発達，さらには知的能力など

の認知的発達にも資するものであることを指摘し

ているが，これらの心理変数の多くは，ライフスキ

ルの要素であると言うことができる ものである。

それでは，ここで，ライフスキルの要素とみなせ

るような変数を用いた学校体育授業研究のいくつ

かを，概観することにする。これらの研究はすべて，

キーワードの 1つに， 「社会的スキル」を挙げてい

る。

Branta & Goodway48)は，週 2回の体育の授業を活

用して，低社会的スキル者への介入活動を行った。

対象は，幼稚園児と小学 4年生の児童であった。こ

れらの子どもたちに，個人空間の意味や身体の動き

に強弱をつけることの意義を教え，またそれらを体

験するような介入を行った 。 その成果として，園

児・児童の秩序を乱す行動を減少さ せることに成功

しており，体育の授業が，反社会的行動の低減や授

業での注意持続の向上に有意義であると 主張した。

Solomon49りま，小学 2年生を対象に，道徳教育を取

り入れた体育の授業を実践した。授業では，信用，

援助，問題解決，身体気づきの 4つの教育テーマが

設定され，計 13回行われた。具体的には，社会的ス

キルを高めるために，創造的問題解決，ジレンマ体

験，般化作業が，段階的に導入された。結果として，

「分配公平尺度 (theDistributive Justice Scale）」の得

点が向上した。

Vidoni & Ward50)は，小学 6年生を対象にして，従

属的集団随伴的強化（集団のメンバーの一部が基準

をクリアすると，集団全体に褒賞が与えられる）が

体育の授業でのバレーボールの試合中の相互支援

行動（ハイタッチや声援）に及ぼす影響を検討した。

統計的検定は行われていないが，授業中の支援行動

が増加する傾向が認められた。

Kolovelonis et al.42)は，中学生に対 し， 体育の授業

で，目標設定，積極的思考，セルフトークといった

スキルの指導を行った。その結果，体育授業におけ

る自己決定力が向上した。

さらに， MacPhailet al.51)は， Siedentopのス ポーツ

教育理論 52)53)に則った体育授業を，小学 5年生に行

い，長期にわたる同一メンバーでのチーム活動が，

集団への同一性感や関与のあり方にポジティブな

効果をもたらすことを確認している。

このように，体育の授業の中で行われた社会的ス

キルを高めるような教育にも，一定の効果があるこ

とが示されている。しかしながら，諸外国で行われ

ているこれらの実践の多くは，体育授業という場を

利用して，ライフスキル（社会的スキル）教育を行

っているとみなすことができるものである 。すなわ

ち，身体教育よりも心理社会的なスキルの教育に重

点を置くようなカリキュラムを独自に構成して，体

育の授業を実施 しているようである 。 これは，カリ

キュラムの内容を，学校や教師の裁量により，柔軟

に修正・変更できるという 学校教育環境にあるから

可能であったと 言う ことができる。したがって，こ

のような教育プログラムを，そのまま日本で導入し

ようとしても ，学習 指導要領等による指導事項の制

限から，必ずしも実現できるとは限らないだろう。

確かに，わが国でも，社会的スキル教育の学校への

導入が試みられてはいるが 54)55)'特別活動や総合学

習の時間を，何時間も使用するというような提案と
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なっており，一般的な学校で簡単に実現できるよう

な内容とはなっていない。 このような理由から，わ

が田においては，体育授業における中学生の社会的

スキルを同定し，体育授業への適応との関係を検討

するような調査研究はあるが 56), 社会的スキル教育

を実際に試みるような学校体育授業での実践的研

究は，ほとんど見られないのが現状である 。

般化の問題

ところで，体育授業を通じてライフスキル教育を

行う際に， 考慮することが強く要求される 間賄と し

て，般化の問題がある。体育場面だけである種のス

キルが使えるようになっても，それは，ライフスキ

ルの獲得とは言えない。体育授業を越え た場所， 他

の学習場面や日常生活で用いることができるよう

になってはじめて，ライフスキルが身についたと言

うことができる。これまでに言及した学校体育授業

における研究の多くでは，必ずしも，体育場面での

心理社会的スキルと日常場面で用いることができ

る心理社会的スキル，すなわちライフスキルとを明

確に区別しているとは言えないようである。

スポーツ場面で学習された心理社会的スキルが，

日常場面に般化されて，ラ イフスキルとなると いう

指摘は， しばしばなされている57)58)59)60)61）。このこと

は，体育授業を対象とした場合においても当てはま

ることが予想される。しかしながら，幼児がある特

定場面で獲得した社会的スキルや行動がどのよう

な条件で般化されるのかについての研究は行われ

ているが 62)，児童•生徒の授業における心理社会的

スキルが，どのように般化されるのかについて検討

している研究は，必ずしも多くない。以下に，その

一部を示しておく 。

Giebink & McKenzie63)は，大学で実施された，小

中学生対象のス ポーツ ・サマープログラムにおいて，

スポーツマンシップ行動の変化，及び，その行動が

指導的なスポーツ活動とレクレーショナルス ポー

ツ活動との間で般化されるのかを検討した。結果，

スポーツマンシップ行動は全般的に向上したが，場

面間の般化は認められなかった。

Sharpe ら64)65)は，小学校の体育授業で，向社会的

行動を指導するとともに，それらが，他の授業へと

般化されるのかを検証した。その結果，体育授業で

のリーダーシップ行動や間題解決行動に対しては，

一定の指導の効果が認められ， また，同時期に行わ

れている一般的な授業への般化も確認された。 しか

しながら，体育授業での介入がなくなると，一般授

業での効果も失われるという結果となっており，外

的介入による般化には限界があるのではないかと

論じている 。

これらの研究結果からも推測されるが，体育授業

で獲得された心理社会的スキルを，日常でも有効な

ライフスキルヘと般化させるためには，何らかの手

続きが必要であると考えられる。スポーツの心理学

的研究においても ，単にスポーツを している だけで

心理社会的スキルが身につくわけではなく 66)67)68),

また，スポーツ場面で獲得された心理社会的スキル

も，適切な介入をしなければ，日常場面でも役立つ

ものとはならない 13)24)27)28)，ということがしばしば

指摘されている 。

しかし，その一方で，学校体育の目標には， 「課題

の解決を目指して純習の仕方を工夫する」といった

問題解決スキルや， 「互いに協力して活動を行うこ

とができるようになる」という対人関係スキルの育

成に関わる内容が含まれている69)70)71）。これらは，ラ

イフスキルの要素とみなされるものであるため，学

習指導要領に基づいた教育を行えば，自ずとライフ

スキルが身につくと考えることも可能である 。 しか

しながら，前述したように，体育授業で用いること

ができるようになったスキルを，日常でも役立つラ

イフスキルとするためには，それなりの手続きが必

要であることを鑑みると，何かしらの介入が必要に

なるであろう 。 このようなことからも，体育授業を

通じたライフスキル教育を有効なものとするため

には，時間的制約がある中で，効率的な般化を促進

する方策を検討することが，必須の課題となる。

今後の課題

以上，スポーツを通じたライフスキル教育プロ

グラムとその実践成果，及び，学校体育授業で行

われているライフスキル関連教育（社会的スキル教

育）に関する研究のレビューを通 じて，わが田にお

ける体育を通じた児童•生徒のライフスキル教育の

可能性を検討してき た。学校体育の新たな可能性を

見出すためにも， このようなテーマでの研究や実

践が，今後，活性化されていくことが望まれるの

だが，そのためには，体育授業を通じてライフスキ
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ルを獲得させるための条件を明らかにしていかな

ければならないだろう 。そこで，以下に，研究・実

践のためのいくつかの視点を提示する 。

・なぜ体育の授業なのか

体育の授業だけでなく，他の教科の授業において

も，様々な心理社会的スキルを身につけることがで

き，ひいては，ライフスキルの獲得に結びつけるこ

とが可能であるだろう。たとえば，問題解決スキル

などは，他のいくつかの教科においても ，重要視さ

れているスキルである 69)70)71）。このような中で，ラ

イフスキルの獲得に及ぼす体育独自の効果を明ら

かにする必要があるだろう。「体育授業だからこそ，

ライフスキルの習得が効率的・効果的である 」 とい

うことを説明しうるような理論，モデルの構築が期

待される。

．どのようなスキルを対象とすべきか

ライフスキルを構成するスキルは，多数存在して

いるが，学校教育場面でターゲットとしうるスキル

は，限られてくるかもしれない。したがって，重要

であると考えられるいくつかの要素スキルに焦点

を当てて，スキル教育を行う必要があると思われる。

もちろん，前項での議論と同様に，体育の授業での

習得がふさわしいスキルを同定することも，重要な

課題であるだろう 。

．どのような教師の指導•関わりが必要なのか

単に運動・スポーツ活動をしているだけで，有益

な心理社会的スキルが身につくとは限らない 66)67)68)

ことから，ライフスキルの獲得に結びつけるために

は，教師による適切な介入が必要になる 。 しかしな

がら，体育の指導をしつつ，心理社会的スキルを教

え，さらにはライフスキルヘの般化を促進するため

の指導を行うことは，必ずしも容易なことではない。

実際の教育現場に，できるだけ効率的な指導方策を

提案していくことが，研究サイドには要求されるだ

ろう。授業で用いられた心理社会的スキルが日常場

面でどのように役立つかを意識させるだけでも，何

かしらの効果があるかもしれず，また，上野 37)38)が

主張するように，それらのスキルが役立つという信

念あるいは価値意識を高めることも，般化のための

必要条件であるかもしれない。今後の検討が期待さ

れるところである 。

どのような授業環境が必要なのか

ライフスキル獲得を促すような体育授業環境は

どのようなものであるのかについては，ほとんど明

らかになっていない。体育授業での社会的スキルと

適応感との関係が指摘されている 56)ことから，授業

での適応感が，体育場面での心理社会的スキルやラ

イフスキルの獲得を促進するかもしれない。 あるい

は，ライフスキルに対する価値意識を高めるような

動機づけ雰囲気が影響することも推測されよう 。

わが因での，学校体育の授業を通じてライフスキ

ルを高めようという試みは，今，まさに始まろうと

しているところである 。 このような試みは，諸外田

とは異なる教育システムの中で，独自の方策に基づ

いて行われなければ，十分な効果は得られないもの

であるとも考えられる。今後，新たな視点に基づい

たオリジナルな研究，実践が期待されるところであ

る。
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